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地球環境とSDGs 名前

問1 1992年にブラジルのリオデジャネイロで開催された地球サミット（国連環境開発会議）において、二酸化炭素などの温室効果ガスの濃度を安定
させることを目的として採択された国際条約は何ですか。 （2019年 神奈川県公立入試 類似）

1. パリ協定 2. 気候変動枠組条約 3. 京都議定書 4. ウィーン条約

問2 太陽光や風力などの再生可能エネルギーは、地球温暖化対策の切り札として期待されています。これらのエネルギー資源を利用した発電に共通
する、利点と課題について述べた説明として最も適切なものはどれですか。 （2023年 埼玉県公立入試 類似）

1. 発電時に二酸化炭素を排出しない
という利点があるが、電力の供給が
天候などの自然条件に左右されやす
く不安定であるという課題がある。

2. 発電時に二酸化炭素を排出すると
いう課題があるが、燃料が安価であ
るため、天候に関わらず安定した電
力供給が可能であるという利点があ
る。

3. 発電時に二酸化炭素を排出すると
いう課題があるが、自然条件の影響
を全く受けないため、電力の自給率
を大幅に高められる利点がある。

4. 発電時に二酸化炭素を排出しない
という利点があるが、電力の需要に
合わせて発電量を柔軟に調節するこ
とが容易であるという課題がある。

問3 2015年に採択されたパリ協定において、地球温暖化を食い止めるために掲げられた、世界の平均気温上昇に関する目標として適切なものを選び
なさい。 （2018年 長野県公立入試 類似）

1. 極地の氷が溶けないよう、北極海
と南極海の周辺気温を氷点下に保つ

2. 発展途上国の気温上昇に合わせ、
先進国の気温を19世紀の状態まで下
げる

3. 世界の平均気温上昇を、産業革命
前と比べて2度より十分低く保つよう
に抑制する

4. 世界の平均気温の上昇を、21世紀
末までに1990年比で0度以下にする

問4 現代の食生活において、環境への負荷を軽減するために推奨されている「地元で生産された農産物や水産物を、その地域で消費する」という取
り組みを何と呼びますか。 （2022年 長野県公立入試 類似）

1. 促成栽培 2. 栽培漁業 3. 地産地消 4. 近郊農業

問5 国際連合で採択された、現在の世代の幸福を追求するだけでなく、環境や資源を保全し、将来の世代の幸福も満たせるような社会を目指す国際
的な目標を何といいますか。 （2020年 秋田県公立入試 類似）

1. 利益最大化目標 2. 持続可能な開発目標（SDGs） 3. 自由貿易推進目標 4. 経済成長優先目標

問6 ドイツにおける2008年から2018年の統計データでは、国内総生産（GDP）が9パーセント増加する一方で、二酸化炭素排出量は13パーセント
削減されています。このような経済状況と環境対策の関係性について述べた文として、最も適切なものはどれですか。 （2022年 滋賀県公立入試 類似）

1. 環境負荷を減らすことよりも経済
的な豊かさを優先し、排出量の制限
を撤廃している。

2. 経済成長に伴ってエネルギー消費
が増えたため、二酸化炭素の排出量
も比例して増加している。

3. 経済活動の規模を拡大させながら
、同時に地球温暖化の原因となる物
質の排出を抑えることを目指してい
る。

4. 二酸化炭素の排出量を削減するた
めに、経済成長をあえて停滞させ国
内総生産を減少させている。

問7 発展途上国における経済的な自立を支援するための国際的な取り組みについて述べます。コーヒーやカカオなどの農産物や製品を、市場価格の
変動に左右されず、一定の適正な価格で継続的に購入することによって、現地の生産者の生活を支え、自立を促す貿易の仕組みを何と呼びます
か。 （2018年 山形県公立入試 類似）

1. 保護貿易 2. 自由貿易 3. フェアトレード 4. 経済連携協定（EPA）

問8 石油、石炭、天然ガスのように、大昔の動植物の遺骸が地中で長い年月をかけて変化し、エネルギー源として利用されている資源を総称して何
と呼びますか。 （2020年 岡山県公立入試 類似）

1. 化石燃料 2. バイオ燃料 3. 鉱産資源 4. 再生可能エネルギー

問9 循環型社会を実現するための「3R」という取り組みにおいて、製品をつくる際に使う資源の量を抑えたり、詰め替え用製品の選択や過剰包装の
拒否によって廃棄物の発生そのものを少なくしたりする活動を何と呼びますか。 （2019年 山形県公立入試 類似）

1. リサーチ 2. リユース 3. リサイクル 4. リデュース

問10 日本の貨物輸送の現状として、輸送量の9割以上を自動車が占めているというデータがあります。現在、地球温暖化対策の観点から「モーダルシ
フト」が推進されていますが、その具体的な内容と目的を説明したものとして最も適切なものはどれですか。 （2024年 三重県公立入試 類似）

1. 渋滞を緩和するため、都市部の貨
物輸送をすべて小型の電気自動車へ
切り替える。

2. 労働力不足を解消するため、鉄道
輸送を廃止して自動運転トラックへ
切り替える。

3. 二酸化炭素排出量を減らすため、
貨物輸送をトラックから鉄道や船舶
へ切り替える。

4. 輸送コストを削減するため、貨物
輸送を船舶から航空機へ切り替える
。

問11 日本のエネルギー事情について、2000年度には約20.2％であったエネルギー自給率が、2015年度には約7.4％にまで急激に低下しています。こ
のように自給率が大きく変動した背景として、最も適切な説明はどれですか。 （2019年 奈良県公立入試 類似）

1. バイオマスエネルギーの原料とな
る森林資源を保護するために、国内
でのエネルギー生産を法律で全面的
に禁止したため。

2. 日本国内の電力需要が2000年度
と比較して3倍以上に膨れ上がり、国
内の発電設備だけでは供給が全く追
いつかなくなったため。

3. 地球温暖化対策として国内の火力
発電所をすべて廃止し、電力を隣国
からの直接送電による輸入に完全に
切り替えたため。

4. 東日本大震災の影響で各地の原子
力発電所が運転を停止し、不足分を
補うために輸入した化石燃料による
火力発電の比率が高まったため。

問12 地球温暖化の主な原因とされる温室効果の仕組みについて、正しく説明したものはどれですか。 （2016年 京都府公立入試 類似）

1. 都市部の建物や舗装道路が熱を蓄
え、周辺地域よりも気温が著しく高
くなる仕組み

2. 大気中の二酸化炭素などが、地表
から放射される熱を吸収して大気を
暖める仕組み。

3. 化石燃料の燃焼で発生した硫黄酸
化物が雨に溶け、森林を枯らして保
水力を低下させる仕組み。

4. フロンガスが上空の層を破壊し、
太陽からの強い紫外線を直接地表に
届かせる仕組み。

問13 開発途上国の経済的自立を目指すための国際的な経済活動について述べた文として、最も適切なものを選択してください。 （2018年 福島県公立入試

類似）

1. 年齢や国籍、障害の有無に関わら
ず、すべての人が利用しやすいよう
に製品や施設の設計を工夫する。

2. 先進国の消費者が製品を適正な価
格で継続的に購入することで、開発
途上国の生産者の生活向上を支援す
る。

3. 輸入制限や高い関税をかけること
で自国の産業を保護し、開発途上国
からの安価な製品流入を阻止する。

4. 情報の真偽を正しく判断し、大量
の情報のなかから必要な情報を選択
して活用する能力を向上させる。


